








Some Experiences in Teaching Education （町）
























































































計 （%）D E F G 
講座名に魅力を感じ 23 19 27 30 99(50.3) 
2 目指す仕事に必要と 48 49 41 43 181 (91. 9) 
3 母親になった時に必要と 13 14 11 22 60(30.5) 
4 便覧などの説明を見て 11 11 15 10 47(23.9) 
5 先生などの指導で 8 7 10 9 34(17.3) 
6 受講経験者に聞いて 13 14 14 13 54 (27.4) 
7 1回目の受講者に開いて 。 。 1 2 3( 1.5) 
8 試しに受けてみて 12 12 17 13 54 (27.4) 
回答者数 50 50 50 47 197 
履修率 % 100 100 100 100 100 









③ 母親になった時に必要と思つての選択は約30%(24. 2～36. 8%）である。女子学生の一面
を示すともみられよう。





⑤ 教務の先生などに勧められたからの選択は約17%(11. 8～22. 8%）である。ホームルーム
などの指導であろうか。



























動機または理由 幼児教育学科 生活科学科 教養学 科 計（%）
1 講座名に魅力を感じ 26 (28.9) 41(29.3) 35 (31. 3) 102 (29.8) 
2 目指す仕事に必要と ⑦14(15.6) 7( 5.0) 7 ( 6.3) 28( 8.2) 
3 母親になった時に必要と 5 ( 5.6) 8( 5. 7) 7( 6.3) 20( 5.8) 
4 便覧などの説明を見て 831 (34.4) 72(51.2) 56 (50.0) 159 (46. 5)
5 先生などの指導で 2 ( 2.2) 。 1 ( 0.9) 3( 0. 9)
6 受講経験者に聞いて 65(72.2) 93(66.4) 己59(52. 7) 217(63.5) 
7 l回目の受講者に聞いて 11(12.2) 22(15.7) 19(17.0) 52(15.2) 
8 試しに受けてみて θ46 (51.1) 91 (65.0) 77(68.8) 214 (62. 6) 
回答者数 90 140 112 342 
履修率 % 71.1 68.3 56.4 64.6 




教科名からは約30%(25. 0-34. 6%) 
目指す仕事からは約8% (5.4～11. 8%) 
母親として必要からは約6% (3. 7-9.0%) 









受講経験者の勧めによる選択は約64%(58. 3-68. 7%) 
l固め受講の者の勧めで選択は約15%(11. 4～19. 0%) 





















































B B A 
統計学（%）
29.8 R>20.5 
8.2 R>83. 7 
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